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小
浜
藩
儒
・
興
田
吉
従
の
遍
歴
（
上
）

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

小
浜
藩
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
朱
子
学
、
な
か
で
も
一
大
学
派
を
形
成（
１
）し
て

い
た
山
崎
闇
斎
に
始
ま
る
崎
門
学
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

崎
門
三
傑
の
一
人
浅
見
絅
斎
に
師
事
し
た
若
林
強
斎
の
京
都
の
家
塾
望
楠
軒（

２
）

に
は
享
保
の
頃
、
多
く
の
小
浜
藩
士
が
学
ん
だ（

３
）。

そ
の
う
ち
の
一
人
で
強
斎
の

高
弟
と
さ
れ
た
山
口
春
水
（
庄
右
衛
門
・
安
固
）
の
藩
主
へ
の
推
挙
に
よ
り
、

望
楠
軒
講
主
を
継
い
で
い
た
小
野
鶴
山
が
小
浜
藩
に
招
聘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

藩
の
学
統
は
崎
門
学
に
統
一
さ
れ
て
い
っ
た（

４
）。

　

鶴
山
の
後
に
は
、
こ
れ
も
望
楠
軒
講
主
と
な
っ
て
い
た
西
依
墨
山
（
丹
右
衛

門
）
を
家
中
教
授
役
に
召
出
し
て
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
正
月
、
藩
校
順
造

館
が
創
設
さ
れ
た
。
江
戸
藩
邸
に
も
信
尚
館
（
上
屋
敷
）、必
観
楼
（
中
屋
敷
）、

講
正
館
（
下
屋
敷
）
が
相
次
い
で
開
か
れ
、
と
く
に
信
尚
館
や
講
正
館
で
崎
門

学
を
教
授
し
た
藩
儒
山
口
菅
山
（
貞
一
郎
・
重
昭
）
は
、
小
浜
藩
だ
け
で
は
な

く
他
の
藩
主
・
藩
士
も
師
事
し
江
戸
の
儒
者
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た（

５
）。

　

こ
う
し
て
小
浜
順
造
館
だ
け
で
な
く
、
藩
が
財
政
支
援
し
た
京
都
望
楠
軒
や

江
戸
藩
邸
で
教
授
さ
れ
た
崎
門
学
で
あ
る
が
、
藩
校
や
門
弟
の
蔵
書
等
が
、
酒

井
家
文
庫
の
ほ
か
、
若
狭
高
校
図
書
室
（
菅
山
門
弟
、
順
造
館
教
授
の
藤
井
永

図
蔵
書
）
や
お
お
い
町
本
郷
の
山
口
家
（
菅
山
門
弟
、
公
用
人
な
ど
を
勤
め
た

岸
本
省
吾
蔵
書
）
に
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）、

西
依
墨
山
以
降
代
々
順
造
館
教
授
を
勤
め
た
西
依
家
の
蔵
書（

６
）等

が
小
浜
市
に
寄

贈
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
崎
門
学
関
係
資
料
群
と
小
浜
市
立
図
書
館
蔵
の
伴
信
友
文
庫
や
鈴

木
重
威
家
文
書
等
に
み
え
る
、地
域
史
と
し
て
は
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
た
小
浜
藩
儒
・

興お
き

田た

十
左
衛
門
吉よ

さ

従ゆ

は
、
国
学
者
信
友
が
「
と
も
だ
ち
な
る
葛
根
、
吉
従（

７
）」

と

呼
ぶ
ほ
ど
に
信
頼
を
置
く
同
学
の
士
で
あ
っ
た
。
吉
従
は
今
も
研
究
者
が
利
用

す
る
「
成
斎
先
生
雑
話
」
や
「
諸
家
々
業
記
」
な
ど
の
著
作
の
ほ
か
広
く
古
写

本
の
蒐
集
や
校
合
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
の
分
野
で
は
信
友
の
先
達
で
も
あ
っ

小
浜
藩
儒
・
興
田
吉
従
の
遍
歴
（
上
）

　
　
　
　
　
　
―
伴
信
友
の
「
と
も
だ
ち
」（
二
）
―
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た
。
ま
た
、
平
田
篤
胤
も
主
著
『
古
史
伝
』
に
「
吾
ヵ
友
興
田
吉
従
云
」
と
そ

の
言
説
を
引
用
し
て
い
る（

８
）。

　

西
依
成
斎
に
教
え
を
受
け
、
小
浜
藩
校
順
造
館
勤
め
の
興
田
吉
従
は
、
寛
政

末
か
ら
本
居
宣
長
の
古
学
（
国
学
）
に
傾
倒
し
、
享
和
元
年
宣
長
最
後
の
上
洛

時
に
は
吉
従
も
小
浜
か
ら
上
洛
し
一
か
月
余
親
し
く
会
し
た（

９
）。
こ
こ
で
は
儒
者

と
し
て
小
浜
藩
に
召
抱
え
ら
れ
た
吉
従
の
崎
門
学
と
古
学
（
国
学
）
と
の
間
の

遍
歴
と
伴
信
友
と
の
交
流
（
協
同
）
を
、
出
来
得
る
限
り
興
田
吉
従
の
居
所
を

明
ら
か
に
し
な
が
ら
辿
り
た
い
。

　

な
お
、
最
初
に
お
詫
び
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
令
和
四
年
三

月
刊
『
西
依
成
斎
人
と
書
』
の
拙
稿（

（（
（

西
依
孝
鐸
の
「
文
化
十
一
甲
戌
年　

日
記
」

四
で
は
「
京
都
所
司
代
勤
め
の
儒
者
奥●

田●
吉
従
、
側
記
録
用
懸
伴
信
友
、
右
筆

津
田
葛
根
」
と
し
た
。
酒
井
家
編
年
史
料
稿
本
の
綱
文
が
「
奥●

田●

十
左
衛
門
吉

従
」
と
し
、『
小
浜
市
史
』
藩
政
史
料
編
二
の
「
文
化
八
年
京
都
分
限
帳
」
や

同
通
史
編
（
上
）、
鈴
木
重
威
家
文
書
目
録
で
も
「
奥●

田●
十
左
衛
門
」
と
し
て

い
る
の
に
倣
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
文
献
調
査
を
進
め
る
な
か
で
、
酒
井
家
文
庫
の
「
風
水
草
」

と「
土
金
竜
雷
伝
」の
奥
書
に
は
楷
書
で「
寛
政
七
年
孟
春　

興●

田●

吉
従
謹
記
」、

「
寛
政
己
未
年
正
月
九
日　

興
田
吉
従
謹
書
」
と
あ
り
、『
平
安
人
物
志
』（
文

化
一
〇
年
）
に
も
儒
者
と
し
て
「
興●

田●

吉
従　

号
箕
山
又
号
遅
斎
姉
小
路
西
陲

　

興
田
十
左
衛
門
」
と
あ
る
。
ま
た
、
迂
闊
な
事
だ
が
、
前
述
「
文
化
十
一
年

孝
鐸　

日
記
」
に
は
小
浜
藩
士
興
津
（
善
蔵
）
の
興●

が
何
回
か
興
田
と
同
じ
筆

使
い
で
並
記
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
以
上
か
ら
、
奥
田
で
は
な
く
「
興●

田●

十
左
衛
門
吉

従
」
と
読
む
の
が
正
し
い
と
し
た
。

　
　
　

一　

吉
従
の
出
生
と
崎
門
学

　

興
田
吉
従
は
、
本
誌
三
一
五
号
で
紹
介
し
た
小
浜
藩
士
津
田
葛
根
と
は
異
な

り
、『
国
書
人
名
辞
典
』
な
ど
い
く
つ
か
の
辞
典
類
で
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、『
本

居
宣
長
事
典
』（
本
居
宣
長
記
念
館
、
二
〇
〇
一
年
）
の
山
﨑
芙
紗
子
氏
の
記

述
が
最
も
詳
し
く
正
確
で
あ
る
。

　
　

�

興
田
吉
従
お
き
た

よ
さ
ゆ　

生
没
年
不
詳
。
若
狭
小
浜（
福
井
県
小
浜
市
）の
漢
学
者
・

考
証
学
者
。
通
称
十
左
衛
門
、号
は
箕
山
。
京
の
儒
者
西
依
成
斎
の
門
人
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
四
月
、
上
洛
中
の
宣
長
に
面
会
。
門
人
録
の
諸

本
の
一
つ
に
名
が
記
載
さ
れ
る
。
し
だ
い
に
古
学
に
傾
倒
し
、
京
都
の
鈴

屋
門
の
城
戸
千
楯
、
江
戸
の
屋
代
弘
賢
な
ど
と
交
友
が
あ
っ
た
。
小
浜
の

国
学
者
伴
信
友
・
石
田
千
頴
ら
と
親
し
く
宣
長
の
没
後
、
京
都
藩
邸
に
い

た
伴
信
友
ら
と
と
も
に
古
写
本
の
蒐
集
、
校
合
を
行
っ
た
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
吉
従
が
、
江
戸
、
小
浜
、
京
都
の
三
か
所
で
学
問
、
教
育

を
行
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
居
所
に
留
意
し
つ
つ
篤
学
の
士
興
田

吉
従
の
生
涯
を
辿
っ
て
み
た
い
。

（
一
）
吉
従
の
出
生
と
父
興
田
作
一
郎

　

興
田
十
左
衛
門
吉
従
（
幼
名
文
蔵
）
は
、
吉
従
が
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

小
浜
藩
に
提
出
し
た
由
緒
書（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）、
興
田
作

一
郎
（
敏
）
の
惣
領
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
伴
信
友
も
こ
の
年
に
小
浜
城

下
に
生
ま
れ
て
お
り
、
二
人
は
同
年
で
あ
っ
た
。

　

吉
従
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
興
田
家
は
先
祖
を
三
好
長
慶
の
家
臣
荒
木
馬
之
助

と
し
、
数
代
摂
州
武
庫
郡
西
宮
に
居
住
の
後
、
父
作
一
郎
が
江
戸
へ
出
て
医
術
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を
家
業
に
し
て
「
町
宅
」
し
た
と
す
る
。
酒
井
家
に
出
入
り
し
て
本
覚
院
（
第

九
代
小
浜
藩
主
酒
井
忠
貫
）
の
脚
気
を
治
療
し
全
快
さ
せ
、
以
後
「
毎
年
御
金

被
下
置
」
れ
、
御
機
嫌
伺
に
出
入
り
す
る
度
に
「
紋
服
等
」
を
拝
領
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
作
一
郎
は
他
の
大
名
家
に
も
出
入
り
し
、
と
く
に

阿
波
徳
島
藩
主
よ
り
は
「
合
力
」
と
し
て
二
〇
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
、
作
一
郎

死
後
も
文
蔵
（
吉
従
）
に
五
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
作
一
郎
は
徳
島
藩

主
に
医
術
だ
け
で
は
な
く
崎
門
学
を
講
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

と
い
う
の
は
、『
崎
門
学
脈
系
譜（
（（
（

』
に
、
作
一
郎
を
若
林
強
斎
の
高
弟
で
あ
っ

た
当
舎
修
斎
（
清
介
、
摂
津
人
、
仕
尼
崎
藩
）
の
門
人
と
し
て
「
興
田
敏　

称

作
一
郎
、
住
江
戸
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
山
口
春
水
が
師
若
林
強
斎
の
言
行
を
記
し
た
『
強
斎
先
生
雑
話
筆

記
』
全
六
巻
は
「
江
戸
時
代
に
成
っ
た
言
行
録
の
内
で
も
、
最
も
精
彩
に
富
ん

で
居（

（（
（

」
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
巻
六　

雑
話
」
だ
け
は
春
水
の
同
門
、

当
舎
脩
斎
の
筆
に
な
る
。
そ
の
巻
六
の
跋
は
春
水
の
六
男
山
口
風
簷（

（（
（

（
信
八
郎
）

が
記
し
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
こ
に
は

　
　

�

右
箚
記
当
舎
録　

一
冊
ハ
、
興
田
氏
ノ
家
ニ
伝
ハ
ル
。
文
蔵
信
直
作
一
郎

之
一
子

携
ヘ
来
リ

テ
曰
ク
、
此
は
強
斎
先
生
ノ
雑
話
ナ
ル
ベ
シ
（
中
略
）
僕
反
復
熟
読
ス
。

其
説
多
ク
ハ
尋
常
ナ
ラ
ズ
。
先
生
ノ
雑
話
ナ
ル
コ
ト
必
定
也
。（
中
略
）

当
舎
氏
ハ
強
斎
先
生
ノ
門
人
也
。
昔
時
先
人
春水

ト
同
ジ
ク
京
師
ニ
先
生
ニ

従
学
ス
ル
ニ
当
ツ
テ
、
其
ノ
名
聞
エ
シ
人
也
。
蓋
シ
当
舎
氏
従
学
ノ
間
、

先
生
ノ
雑
話
ヲ
記
録
シ
、
草
稿
ノ
マ
ヽ
興
田
氏
ニ
付
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヘ

シ
。

と
あ
る
。
小
野
鶴
山
の
季
女
（
末
娘
）
を
妻
と
し
、
鶴
山
の
後
継
者
と
し
て
江

戸
の
小
浜
藩
邸
で
崎
門
学
を
講
じ
て
い
た
風
簷
は
、京
都
に
赴
き
こ
の
巻
六
を
、

成
斎
に
見
せ
た
と
こ
ろ「
是
レ
当
舎
氏
ノ
手
筆
也
」と
さ
れ
た
の
で
、春
水
の「
雑

話
続
録
ニ
附
シ
置
」
い
た
と
す
る
。
巻
六
は
、
当
舎
脩
斎
が
作
一
郎
に
預
け
た

も
の
で
、
医
術
を
家
業
と
し
た
作
一
郎
の
崎
門
学
修
学
も
相
当
な
も
の
が
あ
っ

た
と
推
測
さ
せ
る
。

（
二
）
山
口
風
簷
の
養
育

　

興
田
作
一
郎
が
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
死
去
す
る
と
、
こ
の
時
一
二
歳

の
吉
従
は
「
内
縁
」
の
あ
っ
た
山
口
風
簷
（
信
八
郎
）
に
引
取
ら
れ
養
育
さ
れ

た
。
こ
の
内
縁
を
、
吉
従
の
一
歳
上
で
風
簷
の
嫡
男
、
鶴
山
の
孫
に
あ
た
る
山

口
菅
山
が
そ
の
撰
『
鶴
山
先
生
小
伝（

（（
（

』
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

�

翁
有
一
男
四
女
、
男
早
夭
。
長
女
名
順
、
適
松
原
敬
輔
、
生
二
子
誠
輔
・

蘭
斎
〔
誠
輔
仕
吾
藩
、
蘭
斎
為
吾
藩
医
乙
竹
昌
順
養
子
〕。
次
女
名
左
乃
、

西
依
墨
山
養
為
子
、
適
近
江
高
宮
農
古
戸
善
兵
衛
、
生
一
子
。
称
善
太
郎
、

後
改
善
兵
衛
。
三
女
名
陸
、
適
興
田
作
一
郎
〔
業
医
於
府
下
〕、
生
一
女
、

名
牀
。
季
女
乃
予
母
君
也
。

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
作
一
郎
の
妻
は
小
野
鶴
山
の
三
女
陸
で
、
末
娘
が
風

簷
の
妻
で
あ
り
、
吉
従
と
菅
山
と
は
従
兄
に
な
る
。
た
だ
、
陸
は
「
生
一
女
、

名
牀
」
と
あ
り
、
吉
従
の
実
母
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
西
依
墨
山

の
養
女
と
し
て
育
て
ら
れ
た
二
女
左
乃
の
嫁
い
だ
近
江
高
宮
の
農
古
戸
善
兵
衛

も
父
善
兵
衛
が
若
林
強
斎
の
娘
・
冬
を
妻
と
し
て
お
り
、
望
楠
軒
と
深
い
関
係

が
あ
っ
た（

（（
（

。

　

興
田
吉
従
は
、
京
都
望
楠
軒
の
学
統
の
な
か
、
小
野
鶴
山
、
山
口
春
水
家
と

の
姻
戚
関
係
に
よ
り
、
父
作
一
郎
死
後
は
江
戸
に
お
い
て
山
口
風
簷
の
膝
下
で
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育
て
ら
れ
、
嫡
子
菅
山
と
共
に
崎
門
学
を
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
で
の
吉
従
（
文
蔵
）、
菅
山
（
貞
一
郎
）
の
生
育
の
一
端
を
、
土
佐
藩

の
南
学
の
歴
史
を
記
し
た
寺
石
正
路
『
南
学
史
』「
第
十
四　

山
口
菅
山
篇
」

所
収
の
宮
地
（
仲
枝
）
日
記
が
伝
え
る（

（（
（

。

　
　

�

天
明
八
年
十
一
月
十
日　
（
箕
浦
）
右
源
次
、（
桑
名
）
玄
井
同
道
ニ
而
酒

井
様
上
屋
敷
西
依
丹
右
衛
門
（
墨
山
）
殿
へ
行
、
詩
経
会
の
中
に
而
出
席

も
数
輩
有
、
講
釈
承
ル
、
面
白
し
周
南
文
二

、
会
散
し
て
酒
抔
等
も
有
之
、
夜
ニ

入
彼
宅
出
五
ツ
前
帰
邸
、
山
口
信
八
郎
（
風
簷
）
も
坐
ニ
在
、
其
信
八
郎

嫡
子
（
菅
山
）、
興
田
作
市
嫡
子
も
在
坐
、
給
仕
す
。

　
　

�

天
明
九
年
三
月
廿
五
日　

御
殿
山
花
見
行　

西
依
丹
右
衛
門
（
墨
山
）、

山
口
信
八
郎
（
風
簷
）、
同
貞
一
郎
（
菅
山
）、
興
田
文
蔵
、
箕
浦
右
源
次

（
立
斎
）、
刈
谷
道
悦
、
浅
野
圓
庵
及
予
。

　

西
依
墨
山
は
こ
の
年
の
一
〇
月
に
初
め
て
江
戸
勤
番
を
命
じ
ら
れ
て
の
参
府

で
あ
っ
た（

（（
（

。
一
一
月
二
日
に
墨
山
が
風
簷
と
共
に
旧
知
の
箕
浦
に
挨
拶
に
行
っ

た
返
礼
が
一
〇
日
の
記
事
で
あ
る
。
日
記
は
、
小
浜
藩
と
土
佐
藩
儒
者
間
の
親

密
な
交
流
を
示
す
と
と
も
に
、
吉
従
の
父
作
一
郎
が
土
佐
藩
の
儒
者
の
間
に
も

名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

菅
山
と
吉
従
は
詩
経
会
に
出
、
ま
た
そ
の
後
の
酒
宴
の
給
仕
を
し
た
。
翌
天

明
九
（
寛
政
元
）
年
春
に
は
桜
の
名
所
御
殿
山
の
花
見
行
に
も
加
わ
っ
て
お
り
、

二
人
は
小
浜
藩
の
崎
門
学
を
担
う
べ
く
育
て
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　

二　

小
浜
藩
儒
と
し
て
出
仕

（
一
）　

小
浜
へ
遊
学

　

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
閏
六
月
、
一
七
歳
の
興
田
吉
従
は
藩
主
酒
井
忠
貫

上
国
の
御
供
を
す
る
西
依
墨
山
に
従
い
小
浜
に
遊
学
す
る
。
吉
従
由
緒
書
は
、

小
浜
藩
出
仕
以
前
の
学
問
修
得
に
つ
い
て
は
何
も
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
時

の
小
浜
遊
学
が
窺
え
る
吉
従
（
信
直
）
の
七
言
律
詩（

（（
（

が
西
依
家
文
書
に
遺
さ
れ

い
る
。

　
　
　
　

奉
送

　
　
　

墨
山
西
先
生
再
赴
江
都

　
　
　
　

去
歳
従　

君
遊
若
耶

　
　
　
　

今
年
相
送
残
端
涯

　
　
　
　

征
途
縦
極
名
山
勝

　
　
　
　

到
日
応
悲
故
国
賖

　
　
　
　

士
嶽
崢
嶸
夏
余
雪

　
　
　
　

函
山
瞻
望
筆
生
花

　
　
　
　

行
通
五
十
三
亭
後

　
　
　
　

依
𦾔
東
都
厨
麗
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
田
信

　

こ
の
吉
従
の
漢
詩
は
、
翌
寛
政
二
年
五
月
、
藩
主
参
勤
に
再
び
随
従
し
江
戸

に
向
か
う
墨
山
を
見
送
っ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
で
は
同
年
九
月
二
九
日
、
藩
主
忠
貫
と
前
大
納
言
久
我
信
通
の
養
女

（
実
は
大
炊
御
門
家
孝
の
娘
）
と
の
婚
儀
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
墨
山
は
前
年
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小
浜
藩
儒
・
興
田
吉
従
の
遍
歴
（
上
）

秋
に
は
「
久
我
様
御
懸
合
御
用
」
で
上
京
し
て
こ
の
婚
約
の
交
渉
役
を
勤
め
て

お
り（
（（
（

、
連
続
の
参
府
は
こ
の
婚
儀
に
も
関
係
し
て
い
た
。「
依
𦾔
東
都
厨
麗
華
」

は
そ
の
挙
式
の
盛
宴
を
想
像
し
て
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
吉
従
若
狭
遊
学
に
遅
れ
る
こ
と
一
か
月
、
従
兄
の
山
口
菅
山
も
同
年

七
月
、
父
風
簷
の
願
に
よ
り
「
小
浜
西
依
丹
右
衛
門
、
京
都
西
依
儀
兵
衛
江
随

順
」
し
て
家
業
修
行
を
す
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

菅
山
の
父
山
口
風
簷
は
自
ら
菅
山
、
吉
従
に
崎
門
学
を
教
え
て
い
た
が
、
二

人
の
学
問
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
西
依
成
斎
・
墨
山
に
従
学
す
る
こ
と
を
望

ん
だ
。
菅
山
は
翌
二
年
六
月
、
藩
主
の
「
御
道
中
切
御
次
御
雇
」
で
江
戸
に
帰

る
。
吉
従
は
墨
山
父
子
を
「
今
年
相
送
残
端
涯
」
と
見
送
っ
た
。

（
二
）
西
依
成
斎
に
学
ぶ

　

小
浜
に
残
っ
た
興
田
吉
従
は
、
小
浜
あ
る
い
は
京
都
で
主
に
西
依
成
斎
の
下

で
崎
門
学
の
習
得
に
励
む
こ
と
に
な
る
。
表
１
は
、
現
在
確
認
で
き
る
興
田
吉

従
（
こ
の
時
期
、
信
直
・
敬
勝
）
の
写
本
・
著
作
で
あ
り
、
表
２
は
吉
従
が
小

浜
藩
に
出
仕
す
る
ま
で
の
寛
政
年
間
の
西
依
成
斎
の
居
所
を
示
す
。
一
見
し
て

判
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
成
斎
は
小
浜
に
居
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

表
１
の
①
「
白
鹿
洞
掲
示
師
説
」
は
、
朱
子
学
の
精
髄
と
さ
れ
る
も
の
で
、

奥
書
に
「
成
斎
先
生
講
此
書
也
、
始
テ
寛
政
改
元
乙
酉
八
月
二
日
、
終
同
月

十
四
日
也
、
先
生
八
十
八　

山
口
重
明
（
菅
山
）　

興
田
信
直
（
吉
従
）　

児
玉

光
貞　

謹
録
」（（　

）
は
筆
者
）
と
あ
る
。
②
「
西
銘
解
師
説
」
は
山
崎
闇
斎

の
表
章
書
「
西
銘
解
」
に
つ
い
て
の
浅
見
絅
斎
の
講
義
筆
記
と
さ
れ
、
闇
斎
の

神
道
理
解
の
本
質
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る（

（（
（

。
な
お
、
表
２
に
よ
れ
ば
、
寛
政
三

年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
成
斎
は
京
都
望
楠
軒
へ
帰
り
、
高
山
彦
九
郎
の
訪
問

を
受
け
て
い
る
。
吉
従
も
随
伴
し

た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
③
「（
中
臣
祓
）

風
水
草
）
は
山
崎
闇
斎
の
垂
加
神

道
の
基
本
書
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
吉
従
は
寛
政
三
、四
年
頃
、

成
斎
よ
り
崎
門
学
の
中
で
も
垂
加

神
道
に
関
わ
る
神
書
を
学
ん
で
い

た
。

　

一
八
世
紀
、
神
道
界
の
一
大
勢

力
で
あ
っ
た
垂
加
神
道
で
最
も
重

ん
じ
ら
れ
た
山
崎
闇
斎
の
③「（
中

臣
祓
）
風
水
草
」（
酒
井
家
文
庫
）

の
識
語
は
、
そ
の
附
属
（
伝
授
）

の
過
程
を
詳
し
く
記
す
。
闇
斎
か

ら
正
親
町
公
通
卿
へ
、
卿
か
ら
玉

木
葦
斎
へ
、
祇
園
社
の
大
江
憲
薩

（
山
本
主
馬
）
へ
、
そ
し
て
主
馬

か
ら
若
林
強
斎
へ
、
強
斎
か
ら
西

依
成
斎
へ
附
属
さ
れ
た（

（（
（

。こ
の「
風

水
草
」
を
西
依
成
斎
の
命
を
う
け

て
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
初
夏
に
、
城
代
な
ど
を
勤
め
た
藩
重
臣
の
深
栖
緝

光
（
典
膳
）
が
写
し
た
も
の
を
、
吉
従
が
寛
政
三
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け

て
筆
写
し
た
。

表１　興田（信直・敬勝）写と著書　小浜藩出仕以前

注 1）①④⑤⑥は山口勝久家蔵、②は京都大学付属図書館蔵、③は酒井家文庫。

書　名 巻丁数 （書写、成稿）年 所蔵
① 白鹿洞掲示師説 1冊 43 丁 寛政元年 8月興田信直外写 山口家
② 西銘解師説 1冊 45 丁 寛政 3年 6月興田信直写 京大図
③ （中臣祓）風水草 ３巻 寛政 3年 10 月興田信直写 酒井家
④ 崇神論 ４丁 寛政 4年 7月 武蔵 興田敬勝謹識 山口家
⑤ 足土根記 ３丁 寛政 4年 9月　興田敬勝写 山口家
⑥ 成斎先生雑話 上下 44 丁 寛政 9年 7月以降興田敬勝識 山口家
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③
「
風
水
草
」
識
語
の
最
末
尾
は
、
吉
従
が
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
正
月

に
、
藩
命
で
小
浜
へ
赴
く
べ
し
と
い
う
内
命
を
受
け
た
折
に
書
か
れ
て
お
り
、

「
昔
年
僕
在
若
州
之
際
」
の
慌
た
だ
し
い
中
で
、「
手
写
此
草
」
し
た
の
で
「
字

画
不
正
持
」が
多
い
こ
と
を
恐
れ
る
が
、「
神
道
之
蘊
奥
」を
究
め
た
此
書
を「
丈

篤
志
」
山
口
重
明
（
菅
山
）
に
譲
渡
す
る
と
し
た
。

　

寛
政
四
年
四
月
小
浜
に
居
た
成
斎
は
、
台
命
に
よ
り
褒
賞
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
急
遽
京
都
へ
帰
る
。
民
間
の
儒
者
と
し
て
学
業
を
「
無
懈
怠
心
掛
ヶ
極
老

迠
篤
実
ニ
教
諭
」
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
京
都
東
町
奉
行
所
で
白
銀
二
〇
枚
を

受
領
し
た（

（（
（

。
褒
賞
の
後
、
成
斎
は
京
都
望
楠
軒
に
一
年
余
居
る
が
、
こ
の
頃
、

吉
従
は
一
度
江
戸
へ
帰
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

④
「
崇
神
記
」
は
寛
政
四
年
七
月
の
奥
書
に
「
武
蔵　

興
田
敬
勝
謹
識
」
と

わ
ざ
わ
ざ
「
武
蔵
」
を
入
れ
て
お
り
、
ま
た
西
依
家
文
書
に
残
さ
れ
た
新
春
に

西
依
成
斎
に
贈
っ
た
次
の
七
言
律
詩（

（（
（

か
ら
も
吉
従
が
江
戸
へ
帰
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
表
２
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
吉
従
は
寛
政
六
年
の
新
春
を
小
浜
で
迎

え
て
い
る
成
斎
に
こ
の
詩
を
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

春
初
奉
寄
懐

　
　
　

成
斎
老
先
生

　
　

春
回
四
海
景
光
清

　
　

物
換
星
移
自
耐
驚

　
　

負
笈
歳
年
曽
受
教

　
　

横
經
何
日
再
尋
盟

　
　

北
連
越
路
千
山
外

　
　

東
去
吾
妻
万
里
情

年　号 月　日 事　項

寛政元年 正月 成斎、順造館新年の祝筵で「大学三綱領」を講じる
２年 この年 成斎、望楠軒再建の御礼旁々小浜に来て逗留
３年 正月 90 歳の寿賀、正月を小浜で迎え餅 9つ祝う

　　〃　 4月 24 日 高山彦九郎、京都望楠軒に成斎を訪ふ
　　〃　 11 月 2 日 古賀精里、成斎先生見廻ノタメ小浜へ来訪
　　４年 2月 25 日 成斎、西山久平に「当春者北地日々雨雪ニ而」と書状
　〃　 4月 24 日 台命により若狭から京都へ帰り町奉行所で白銀 20 枚の褒賞を受ける

　　５年 1月晦日 成斎、墨山にいつ頃上京かを問う書状を出す
　　〃　 9月 26 日 頼春水、京都望楠軒に成斎を訪ふ
　　〃　 10 月末 成斎、藩主忠貫の要請で若狭へ下る
　　６年 3月 10 日 成斎、小浜より京都望楠軒へ帰る
　　７年 4月 江戸の山口風簷、京都に成斎を訪れ「家業筋面談」

表２　寛政元（1789）～ 7（1795）年の西依成斎の「在若狭」に関する事項

注）「西依成斎略年譜」等、岸本三次編『西依成斎基礎資料集』に拠る。
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小
浜
藩
儒
・
興
田
吉
従
の
遍
歴
（
上
）

　
　

定
識
新
正
応
有
賦

　
　

揮
毫
更
願
寄
江
城

　
　
　
　
　
　
　
　

興
田
敬
勝
拝
稿

　

吉
従
は
成
斎
老
先
生
に
教
え
を
受
け
た
日
々
を
懐
か
し
む
と
と
も
に
、
新
年

に
当
り
揮
毫
の
江
戸
へ
の
送
付
を
願
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
懐
紙
に
は
引
首
印
・

姓
名
印
・
雅
号
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
引
首
印
「
観
川
流
之
不
息
／
志
多
本
之

無
窮
」
か
ら
は
青
年
吉
従
の
学
問
へ
の
決
意
が
窺
え
る
。

（
三
）
吉
従
の
「
成
斎
先
生
雑
話
」

　

西
依
成
斎
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
閏
七
月
四
日
、九
六
歳
で
亡
く
な
る
。

長
年
教
え
を
受
け
て
き
た
門
弟
鈴
木
温
（
潤
斎
）
が
同
年
九
月
に
「
處
士
西
依

先
生
行
状
」
を
書
き
、
吉
従
が
同
年
一
一
月
、
後
跋
「
書
成
斎
西
依
先
生
行
状

後
」
を
書
い
た（

（（
（

。

　

後
跋
に
は
「
余
蚤
出
于
東
海
之
隅
、
幸
得
執
箕
帚
于
先
生
門
」
と
江
戸
に
生

ま
れ
た
吉
従
が
成
斎
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
た
幸
運
を
述
べ
、
さ
ら
に

「
不
以
青
年
黄
口
見
遐
棄
、
恩
日
渥
而
情
月
親
」
と
成
斎
の
親
に
も
勝
る
愛
情

に
よ
り
未
熟
な
青
年
を
見
捨
て
ず
に
教
え
導
い
て
い
た
だ
い
た
と
す
る
。
後
跋

は
続
け
て
「
今
年
易
簀
之
日
、亦
侍
其
左
右
」
と
あ
り
、成
斎
の
最
後
を
看
取
っ

た
吉
従
は
、
死
後
四
か
月
た
っ
た
今
も
「
謦
咳
髣
髴
猶
在
乎
耳
」
と
す
る
。

　

吉
従
は
こ
の
後
跋
を
書
い
た
前
後
に
、
西
依
成
斎
の
教
え
、
言
行
を
記
し
た

「
成
斎
先
生
雑
話（

（（
（

（
上
下
）」（
以
下
「
雑
話
」
と
略
）
を
著
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
上
下
四
四
丁
の
「
雑
話
」
は
、西
依
成
斎
研
究
の
基
本
文
献
と
さ
れ
る
が
、

一
方
で
は
書
き
手
興
田
吉
従
が
成
斎
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
が
窺
え
る
。

　

こ
の
「
雑
話
」
の
成
斎
言
行
が
吉
従
に
講
じ
ら
れ
た
時
期
は
、
寛
政
元
年
閏

六
月
の
小
浜
遊
学
直
後
か
ら
同
四
年
四
月
に
成
斎
が
台
命
に
よ
る
褒
賞
の
た
め

急
遽
京
都
へ
帰
っ
た
頃
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。
成
斎
八
八
歳
か
ら
九
一
歳
、
吉

従
一
七
歳
か
ら
二
〇
歳
で
あ
り
、
ま
さ
に
台
命
褒
賞
の
理
由
「
極
老
迠
篤
実
ニ

教
諭
等
致
シ
」
で
あ
っ
た
。

　

吉
従
「
雑
話
」
上
で
は
、
ま
ず
言
葉
に
つ
い
て
足
・
手
・
耳
な
ど
四
肢
五
体

の
訓
か
ら
始
ま
り
旧
国
名
、
地
名
、
事
物
名
な
ど
の
訓
義
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
垂
加
神
道
の
重
要
な
神
書
と
さ
れ
る
山
崎
闇
斎
「
風
葉
集
」
や
玉
木

正
英
（
葦
斎
）「
橘
家
玉
方
陣
」
に
つ
い
て
著
作
の
経
緯
が
教
え
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
松
岡
雄
淵
（
仲
良
）
の
中
臣
祓
や
「
三
種
神
籬
口
伝
秘
訣
」
の
筆
写

を
命
じ
ら
れ
、「
大
切
ニ
繕
写
シ
、
家
ニ
秘
蔵
ス
」
と
記
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
成
斎
の
講
釈
は
一
方
的
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
鍛
冶
」
に
つ
い
て
は
、

吉
従
が
神
代
巻
を
典
拠
に
「
カ
ジ
」
は
「
カ
タ
シ
」
の
略
で
は
と
述
べ
る
と
、

成
斎
は
「
ナ
ル
ホ
ド
ヨ
イ
考
ジ
ヤ
、サ
ウ
ジ
ヤ
モ
シ
レ
ヌ
」
と
述
べ
た
と
あ
る
。

　
「
雑
話
」
下
は
人
物
に
つ
い
て
の
論
評
が
多
く
な
る
。
神
道
家
玉
木
葦
斎
に

就
い
て
は
「
一
向
学
問
ノ
ナ
イ
人
」「
ト
カ
ク
神
道
者
モ
金
ヲ
ト
リ
タ
ガ
リ
テ

ド
フ
モ
ナ
ラ
ヌ
。」
と
手
厳
し
く
、
熱
田
社
司
で
あ
っ
た
松
岡
雄
淵
に
も
「
松

岡
ナ
ド
モ
其
気
味
ゾ
」
と
あ
る
。

　

反
対
に
浅
見
絅
斎
や
若
林
強
斎
に
は
、
尊
敬
の
念
か
ら
の
言
行
が
記
さ
れ
、

ま
た
後
の
寛
政
の
三
博
士
の
一
人
、「
肥
前
佐
賀
儒
官
」
の
古
賀
弥
助
（
精
里
）

の
小
浜
へ
の
成
斎
訪
問
は
吉
従
に
強
い
印
象
を
与
え
た
よ
う
で
、「
雑
話
」
の

な
か
で
、「
寛
政
三
年
辛
亥
十
一
月
二
日
」
と
唯
一
年
月
日
を
付
し
て
詳
記
し

て
い
る
。
四
五
日
逗
留
の
間
、
耳
の
遠
く
な
っ
て
い
た
成
斎
と
と
も
に
吉
従
も

侍
坐
し
て
い
る
。
成
斎
は
、
藩
校
順
造
館
で
の
「
土
金
伝
」
な
ど
神
書
の
講
書
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に
つ
い
て
話
を
し
、
垂
加
神
道
の
「
口
伝
訣
」
な
ど
と
い
う
秘
密
主
義
の
弊
害

を
指
摘
し
た
。

　

堂
上
で
は
特
に
右
大
臣
従
一
位
二
条
宗
基
に
つ
い
て
、
常
に
「
御
側
」
で
講

じ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
早
逝
を
惜
し
ん
で
、
成
斎
は
「
毎
々
御
雑
話
ニ
」

そ
の
賢
明
さ
を
詳
細
に
述
べ
て
い
た
。
宗
基
は
邸
内
に
「
以
創
立
学
校
、
使
先

生
為
教
授
」
と
計
画
し
て
い
た
。

　
「
雑
話
」
上
下
は
、
朱
熹
の
『
易
学
啓
蒙
』
な
ど
経
書
の
講
釈
の
ほ
か
、
書

や
隠
元
に
つ
い
て
な
ど
多
様
な
話
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
垂
加
神
道
の

講
釈
が
過
半
を
占
め
て
お
り
、
吉
従
は
垂
加
神
道
の
成
斎
か
ら
の
口
伝
・
附
属

者
と
し
て
教
育
を
う
け
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

（
四
）
小
浜
藩
へ
の
出
仕

　

吉
従
は「
由
緒
書
」に
よ
れ
ば
、寛
政
七
年（
一
七
九
五
）一
二
月
一
九
日
、「
儒

業
を
以
」
て
小
浜
藩
に
召
抱
え
ら
れ
る
。｢

酒
井
家
編
年
史
料
稿
本｣

は
「
奥（

興
）

田
十
左
衛
門
吉
従
ヲ
シ
テ
亡
父
作
一
郎
ノ
遺
跡
ヲ
襲
ガ
シ
メ
是
日
十
八
人
扶
持

ヲ
給
ス
」
と
作
一
郎
か
ら
の
継
承
を
重
ん
じ
る
綱
文
を
立
て
て
い
る
。

　

吉
従
は
翌
八
年
正
月
二
八
日
、
若
殿
様
（
酒
井
忠
進
）
に
「
神
書
」
を
進
講

し
て
二
日
後
、
二
月
朔
日
に
江
戸
を
立
ち
同
月
一
五
日
、
小
浜
に
着
い
た
。
そ

の
四
日
後
に
は
吉
従
は
小
浜
藩
か
ら
、
藩
校
順
造
館
で
の
教
授
と
老
衰
の
目
立

つ
西
依
成
斎
の
京
都
望
楠
軒
で
の
世
話
と
い
う
二
つ
の
役
務
を
命
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
同
年
九
月
一
六
日
に
は
、
小
浜
の
西
依
墨
山
が
「
長
々
病
気
」
の
こ
と

も
あ
り
「
西
依
丹
右
衛
門
差
支
候
節
」
は
、小
浜
藩
の
海
防
策
に
関
係
す
る
「
舩

手
筆
読
役
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
吉
従
は
、
翌
寛
政
九
年
閏
七
月
の
成

斎
死
去
ま
で
は
、
基
本
的
に
京
都
望
楠
軒
に
居
た
と
思
わ
れ
る
。

　

吉
従
の
著
作
を
、『
国
書
総
目
録
』
は
四
冊
載
せ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
冊

は
こ
の
成
斎
死
去
前
後
の
神
書
で
あ
り
、
現
在
は
伊
勢
神
宮
の
神
宮
文
庫
に
蔵

さ
れ
て
い
る
。

　

成
斎
死
去
の
一
か
月
前
、
寛
政
九
年
七
月
一
七
日
に
、
神
道
で
最
高
の
秘
伝

と
さ
れ
た
伊
勢
神
道
に
由
来
す
る
「
三
種
神
宝
極
秘
伝
」
を
玉
木
正
英
（
葦
斎
）

が
編
し
た
「
三
種
神
宝
極
秘
中
秘
口
伝
」
を
「
後
学　

興
田
吉
従
」
が
謹
誌
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
同
一
一
年
正
月
一
三
日
に
「
三
種
神
籬
最
極
秘
訣
」
を
「
濯
底
興
田

吉
従
」
が
謹
書
し
て
、深
栖
光
坦（

（（
（

に
「
伝
諸
」
し
た
。
光
坦
は
、深
栖
緝
光
（
典

膳
）
の
養
嗣
子
で
実
父
は
第
四
代
鞠
山
藩
主
酒
井
忠
香
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
翌

一
二
年
九
月
一
日
に
も
、橘
家
代
々
相
伝
秘
中
之
秘
と
さ
れ
長
大
な
巻
物
の「
神

体
勧
請
伝
」
を
こ
れ
も
源
光
坦
（
深
栖
光
坦
）
に
伝
書
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
吉
従
は
、
混
成
翁
松
岡
仲
良
が
九
條
藤
公
に
献
じ
た
秘
本
「
翁

伝（
（（
（

」
を
門
人
か
ら
借
り
て
写
し
た
と
「
寛
政
十
一
年
己
未
六
月
廿
六
日
」
奥
書

し
た
。
そ
れ
を
、
同
年
一
一
月
一
六
日
に
小
浜
藩
の
大
身
分
（
石
高
千
石
）
三

浦
義
生（

（（
（

（
主
馬
助
）
は
、「
右
翁
傳
一
巻
者
所
受
于
興
田
濯
底
翁
」
と
し
て
書

写
し
て
い
る
。
こ
の
時
三
浦
は
五
〇
歳
で
あ
る
が
、「
濯
底
翁
」
と
興
田
に
山

﨑
闇
斎
の
「
垂
加
翁
」
や
若
林
強
斎
の
「
守
中
翁
」
の
よ
う
に
霊
社
号
を
記
し

て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

　
「
雑
話
」
の
な
か
で
吉
従
は
、
西
依
成
斎
に
酒
井
内
匠
介
か
ら
故
内
室
（
持

明
院
の
息
女
）
の
神
主
の
「
陥
中
」
と
「
粉
面
」
の
書
き
方
を
問
目
さ
れ
た
と

し
て
教
え
を
乞
う
て
い
た
。
小
浜
藩
は
、
早
く
か
ら
吉
従
に
成
斎
か
ら
の
垂
加

神
道
の
後
継
を
託
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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興
田
吉
従
の
遍
歴
（
上
）

　

興
田
は
西
依
成
斎
死
去
後
、「
濯
底
翁
」
と
号
し
て
垂
加
神
道
の
神
書
を
取

得
し
、
ま
た
小
浜
藩
の
重
臣
や
そ
の
子
弟
に
神
書
を
伝
書
す
る
な
ど
、
自
己
に

託
さ
れ
た
務
め
に
忠
実
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
方
で
は
、
こ
の
時
期
「
大
祓
詞

後
釈
」
な
ど
本
居
宣
長
の
著
作
を
読
ん
で
い
た（
（（
（

。

　

寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
正
月
一
一
日
、
三
〇
年
近
く
順
造
館
教
授
役
を

勤
め
て
き
た
西
依
墨
山
が
七
五
歳
で
亡
く
な
り
、
こ
の
時
期
崎
門
学
の
拠
点
と

さ
れ
た
藩
校
順
造
館
や
京
都
望
楠
軒
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
と
い
え

る
。

　
　
　

三　

宣
長
古
学
（
国
学
）
へ
の
傾
倒

（
一
）
崎
門
学
か
ら
宣
長
古
学
へ

　

本
居
宣
長
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
四
月
に
賀
茂
真
淵
「
祝
詞
考
」
の
「
大

祓
詞
」
の
逐
条
に
対
す
る
「
後
釈
」
で
あ
る
『
大
祓
詞
後
釈
』
を
、
一
一
月
に

は
『
出
雲
国
神
寿
詞
後
釈
』
を
刊
行
し
た（

（（
（

。

　

祝
詞
は
延
喜
式
に
制
定
さ
れ
、特
に
大
祓
詞
が
吉
田
神
道
以
来
い
わ
ゆ
る「
中

臣
祓
」
と
称
さ
れ
て
祭
祀
の
中
心
的
地
位
を
占
め
た
。
こ
の
「
中
臣
祓
」
に
つ

い
て
の
代
表
的
著
書
が
山
崎
闇
斎
の
「（
中
臣
祓
）
風
水
草
」
で
あ
っ
た
。
成

斎
に
教
え
を
受
け
、
ま
た
藩
重
臣
の
意
向
も
受
け
て
垂
加
神
道
の
神
書
を
学
ん

で
き
た
吉
従
に
と
っ
て
、
宣
長
の
『
大
祓
詞
後
釈
』
刊
行
は
事
件
と
も
い
え
る

出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
を
村
岡
典
嗣
は『
増
補　

本
居
宣
長（

（（
（

』の
中
で「
祝

詞
全
体
に
わ
た
る
一
般
的
又
根
本
的
の
研
究
を
背
景
」
に
も
つ
と
評
価
し
て
い

る
。

　

一
方
、
晩
年
の
宣
長
に
と
っ
て
も
「
と
か
く
開
け
が
た
き
」
京
都
に
お
い
て

古
学
（
国
学
）
が
広
が
る
こ
と
が
宿
願
で
あ
り
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に

も
上
京
し
て
賀
茂
季
鷹
、
小
沢
蘆
庵
、
伴
蒿
蹊
ら
と
親
し
く
交
流
し
、
公
卿
の

芝
山
持
豊
や
光
格
天
皇
の
実
兄
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
に
も
閲
し
て
い
た（

（（
（

。
宣

長
の
願
い
は
少
し
ず
つ
実
現
し
て
い
き
、
寛
政
九
年
に
は
後
に
京
都
鈴
屋
門
を

形
成
す
る
上
田
藤
介
（
百
樹
）・
城
戸
萬
次
郎
（
千
楯
）・
長
谷
川
伊
三
郎
（
菅

緒
）
が
宣
長
に
入
門（

（（
（

す
る
。
そ
う
し
た
中
、
宣
長
自
筆
と
さ
れ
る
「
来
訪
諸
子

幷
聞
及
諸
子（

（（
（

」
の
寛
政
一
二
年
六
月
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る

　

六
月
衣
川
舎
人
よ
り
申
来
ル

　
　

一�

、
萩
原
二
位
殿
御
舎
弟
員
衛
主
、
モ
ト
ハ
垂
加
流
ノ
処
、
大
祓
後
尺
ヲ

見
ラ
レ
大
ニ
古
学
ニ
向
ハ
レ
候
由
、
勿
論
卜
部
ノ
神
道
非
ナ
ル
事
合
点

ニ
テ
、
此
節
改
メ
タ
ク
思
ハ
レ
候
由
也
、
富
小
路
殿
モ
万
葉
ズ
キ
ニ
テ

古
体
ヲ
好
マ
レ
候
由
、
日
野
殿
ノ
御
孫
モ
古
体
ヲ
好
マ
レ
候
由
也

　

同
断

　
　

一�

、
西
依
儀
兵
衛
高
弟
興
田
十
左
衛
門
吉
〔
錠従

〕
ト
云
ハ
、
若
狭
ノ
儒
者

ニ
テ
当
時
西
依
ガ
京
ノ
宅
ニ
ア
リ
テ
、
カ
ノ
学
ヲ
伝
フ
、
コ
レ
モ
垂
加

流
ナ
リ
シ
ガ
、
後
尺
ヲ
見
テ
ソ
ノ
非
ヲ
サ
ト
リ
当
時
モ
ツ
ハ
ラ
古
学
ニ

ナ
レ
ル
由
也

京
都
公
家
社
会
へ
の
古
学
浸
透
の
状
況
と
と
も
に
、
他
の
四
〇
余
人
の
来
訪
者

は
、
在
国
名
、
人
名
と
年
月
日
が
簡
潔
に
記
さ
れ
る
中
、
唯
一
人
吉
従
の
宣
長

古
学
へ
の
傾
倒
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

実
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
か
ら
七
月
に
な
さ
れ
た
『
万
葉
集
』

の
伴
信
友
書
入
れ
本（

（（
（

に
は
、
宣
長
の
説
を
詳
細
に
書
き
入
れ
た
後
に
そ
れ
を
紹
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介
し
た
吉
従
に
つ
い
て

　
　

�
信
友
云
、
右
ノ
吉
従
が
大
人
ニ
相
見
セ
シ
ハ
寛
政
十
二
年
ノ
コ
ト
也
、
晩

年
ノ
御
説
ナ
レ
バ
定
論
ト
ス
ベ
キ
也

と
あ
る
。
寛
政
一
二
年
六
月
、
衣
川
舎
人
（
長
秋
）
の
紹
介
で
興
田
吉
従
は
本

居
宣
長
に
初
め
て
対
面
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
宣
長
『
授
業
門
人
姓
名
録
』
に
よ
れ
ば
、
同
年
年
六
月
に
は
吉
従
旧

知
の
「
若六

月

狭
小
浜
遠
敷
郡　

今
大
坂
住

岡
崎
青
宇　

俊
平
」
が
宣
長
に
入
門
し
て
い
る（
（（
（

。

　

吉
従
と
岡
崎
俊
平
は
六
月
に
二
人
そ
ろ
っ
て
宣
長
に
対
面
し
た
可
能
性
が
高

い
が
、ほ
と
ん
ど
の
宣
長『
授
業
門
人
姓
名
録
』に
は
興
田
吉
従
の
名
前
は
な
い
。

た
だ
山
﨑
芙
紗
子
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
上
妻
文
庫
本
だ
け
は
享
和
元
年
に
興
田

十
左
衛
門
の
入
門
を
載
せ
る
。
鈴
木
淳
氏
は
『
本
居
宣
長
と
鈴
屋
社
中（

（（
（

』
の
中

で
衣
川
長
秋
が
「
恣
意
に
よ
り
上
妻
本
に
付
加
し
た
」
と
す
る
が
、
そ
こ
に
は

京
都
望
楠
軒
や
小
浜
順
造
館
で
垂
加
神
道
を
学
び
、
順
造
館
で
崎
門
学
を
教
授

す
る
興
田
吉
従
の
古
学
傾
倒
に
対
す
る
宣
長
の
大
き
な
期
待
が
あ
っ
た
。

（
二
）
享
和
元
年
、
本
居
宣
長
の
上
洛
と
吉
従

　

本
居
宣
長
は
、
翌
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
京
都
の
門
人
た
ち
の
要
請
を

受
け
古
学
普
及
の
た
め
上
洛
を
す
る
。
三
月
二
八
日
に
松
坂
を
出
て
翌
日
遅
く

入
京
し
、
六
月
九
日
に
出
京
、
一
二
日
松
坂
に
帰
着
す
る
と
い
う
七
五
日
に
及

ぶ
大
旅
行
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
宣
長
最
晩
年
の
上
洛
は
、
都
の
公
卿
か
ら
町
人
ま
で
、
ま
た
全
国
か
ら

来
訪
し
た
門
人
等
を
相
手
と
し
た
歌
会
や
講
書
、
社
寺
参
詣
な
ど
が
日
々
精
力

的
に
行
わ
れ
、
必
ず
し
も
体
調
の
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
宣
長
は
、
五
月
に
は
卒
倒

し
て
一
時
、
意
識
不
明
と
な
り
門
人
た
ち
を
大
い
に
心
配
さ
せ
た（

（（
（

。
そ
れ
で
も

回
復
す
る
と
、
来
訪
者
に
会
い
、
講
釈
を
続
け
、
宣
長
の
上
京
は
都
に
お
い
て

も
話
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
上
京
に
つ
い
て
は
、
宣
長
自
筆
の
『
享
和
元
年
上
京
日
記
』
の
ほ
か
、

高
弟
石
塚
龍
麿
（
遠
江
在
）
の
『
鈴
屋
大
人
都
日
記
』（
以
下
『
都
日
記
』
と
略
）

が
そ
の
動
静
を
詳
細
に
記
し
て
お
り
、
ま
た
宣
長
三
女
能
登
の
婿
で
伊
勢
神
宮

外
宮
の
御
師
安
田
廣
治
（
豊
秋
）
も
日
記
『
京
み
や
げ
』
を
遺
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
宣
長
自
筆
日
記
は
、
四
月
「
廿
四
日　

晴
天　

若
狭
小
浜
人
酒
井

修
理
大
夫
殿
内
、
西
依
氏
門
弟　

興
田
十
左
衛
門
吉
従　

入
来（

（（
（

」
と
記
す
。
日

記
か
ら
は
小
浜
か
ら
直
接
在
京
の
宣
長
に
「
入
来
」
し
た
と
読
め
る
が
、実
は
、

吉
従
は
入
京
前
に
四
月
九
日
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
し
た
後
、「
松
坂
の
駅
に
と

ど
ま
り
」
妻
の
病
気
で
宣
長
の
上
京
に
同
伴
し
な
か
っ
た
宣
長
の
養
嗣
子
稲
掛

（
本
居
）
大
平
を
訪
問
し
て
い
る
。
大
平
か
ら
大
平
・
宣
長
問
答
の
「
万
葉
第

十
四
東
歌
疑
問（

（（
（

」
を
借
り
受
け
て
、
長
雨
で
逗
留
し
た
河
内
国
弓
削
村
の
小
枝

友
直
宅
で
四
月
二
〇
日
に
書
写
し
て
い
る
。「
東
歌
疑
問
」の
吉
従
識
語
は
、「
は

じ
め
て
」
の
大
平
訪
問
と
記
す
が
、
両
者
の
親
密
さ
に
は
、
宣
長
が
介
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

　

吉
従
の
京
都
四
条
の
宣
長
旅
寓
へ
の
入
来
に
つ
い
て
、石
塚
龍
麿
『
都
日
記
』

は
四
月
二
三
日
と
し
、「
く
れ
つ
か
た
若
狭
人
興
田ノ

吉ヨ
サ

従ユ

と
ひ
来
て
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
和
歌
の
贈
答
を
記
す（

（（
（

。

　
　

後
瀬
山
み
ね
に
生
て
ふ
椎
柴
の
し
は
〳
〵
見
ま
く
ほ
し
き
君
か
な

　

�

と
よ
み
て
そ
の
山
の
椎
柴
を
つ
か
に
し
た
る
筆
と
り
そ
え
て
ま
ゐ
ら
せ
け

る
、
か
へ
し
師
の
君

　
　

後
瀬
山
の
ち
も
わ
す
る
な
椎
柴
の
し
は
し
都
の
た
ひ
の
む
つ
ひ
を
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小
浜
藩
儒
・
興
田
吉
従
の
遍
歴
（
上
）

　

こ
の
吉
従
と
宣
長
の
歌
は
、『
万
葉
集
』
の
坂
上
大
嬢
と
大
伴
家
持
に
後
瀬

山
を
「
逢
う
」
の
歌
枕
と
し
た
贈
答
歌
（
相
聞
歌
）
を
踏
ま
え
て
お
り
、
そ
こ

に
、吉
従
は
中
世
以
来
有
名
に
な
っ
た
後
瀬
山
の
椎（
筆
）を
付
け
加
え
た
。（
な

お
、
初
対
面
の
龍
麿
は
吉
従
に
「
ヨ
サ
ユ
」
と
ル
ビ
を
附
す
。）

　
『
都
日
記
』
が
吉
従
に
関
し
て
、
四
月
二
七
日
の
宣
長
の
『
古
語
拾
遺
』
講

釈
の
聴
講
を
、
か
ね
て
か
ら
約
し
て
い
た
正
三
位
富
小
路
貞
直
が
当
日
風
邪
で

出
席
で
き
な
い
と
「
吉
従
し
て
い
ひ
お
こ
せ
給
へ
り
」
と
記
す
の
も
注
目
さ
れ

る（
（（
（

。
吉
従
は
自
ら
宣
長
の
講
釈
に
列
す
る
だ
け
で
な
く
、
富
小
路
貞
直
と
は
秘

書
的
役
割
も
果
た
す
ほ
ど
親
密
で
あ
っ
た
。

　

吉
従
の
京
都
滞
在
が
一
か
月
に
及
ん
だ
頃
、
宣
長
は
自
ら
が
「
鴨
川
納
涼
」

と
「
嵯
峨
山
松
」
の
兼
題
を
出
し
て
公
卿
、
諸
大
夫
、
そ
の
ほ
か
伴
蒿
蹊
な
ど

の
地
下
歌
人
か
ら
歌
を
求
め
、
四
条
旅
宿
で
は
歌
宴
を
催
し
た
。『
鴨
嵯
集
』

は
こ
の
時
五
九
人
か
ら
得
た
歌
を
集
録
し
た
も
の
で
、
宣
長
の
よ
う
な
地
下
の

出
題
に
応
じ
て
公
卿
が
詠
進
す
る
の
は
異
数
で
あ
っ
た
。
歌
集
を
纏
め
る
こ
と

の
で
き
た
宣
長
は
甘
心
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

こ
の
歌
集
に
、
一
二
人
の
公
卿
諸
太
夫
の
和
歌
に
続
き
二
九
歳
の
「
吉
従　

若
狭
人　
　
　

興
田
十
左
衛
門

」
の
次
の
二
首
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　

た
ち
よ
れ
は
河
合
の
杜
の
梢
よ
り
涼
し
く
か
よ
ふ
賀
茂
の
川
風

　
　

花
に
見
し
み
と
り
の
色
や
春
秋
の
へ
た
て
あ
ら
し
の
山
の
松
か
え

　

五
月
二
七
日
、
吉
従
は
一
か
月
余
の
京
都
滞
在
を
終
え
て
宣
長
に
暇
乞
い
を

す
る
。
そ
の
折
、

　
　

ふ
る
さ
と
の
人
に
見
せ
は
や
お
り
い
た
す
君
か
言
葉
の
錦
え
て
し
か

と
詠
ん
で
、「
師
の
御
歌
」
を
短
冊
に
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
乞
う
と
、
宣

長
は

　
　

ま
く
は
し
き
錦
ほ
り
す
る
君
か
め
に
い
か
に
か
も
見
む
藤
の
あ
ら
た
へ

と
短
冊
を
も
の
し
て
吉
従
に
贈
っ
た
。
宣
長
に
続
い
て
『
都
日
記
』
の
作
者
石

塚
龍
麿
（
遠
江
国
在
）
も

　
　

天
雲
の
そ
き
は
を
り
と
も
後
瀬
山
の
ち
も
絶
せ
す
こ
と
か
よ
は
さ
ね

と
贈
る
。
吉
従
は
返
し
と
し
て

　
　

�

立
わ
か
れ
と
ほ
つ
あ
ふ
み
の
名
に
し
お
は
は
こ
と
か
よ
ふ
と
も
さ
ふ
し
か

り
な
む

と
詠
ん
で
い
る（

（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
歌
の
や
り
と
り
か
ら
も
、
吉
従
の
宣
長
及
び
門
人
石
塚
に
親
炙
す

る
吉
従
の
姿
、
短
冊
を
与
え
る
な
ど
吉
従
に
丁
寧
に
応
対
す
る
宣
長
の
姿
が
う

か
が
え
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
こ
と
は
小
浜
藩
で
も
話
題
と
な
っ
た
よ
う
で
、

藤
林
誠
政
の
「
座
側
雑
記
」
巻
一
一
（
酒
井
家
文
庫
）
に
、
石
塚
辰
麻
呂
「
宮

古
日
記
」
か
ら
の
抜
書
「
興
田
吉
従
詠
歌
の
事
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

吉
従
帰
浜
の
少
し
前
と
思
わ
れ
る
が
、
安
田
廣
治
（
豊
秋
）
の
『
京
み
や

げ（
（（
（

』
に
は
、
富
小
路
貞
直
卿
、
豊
秋
と
吉
従
の
三
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
興
味

深
い
和
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

�

吉　

従　
　

　
　

二
葉
草
ふ
た
ゝ
ひ
も
か
と
み
し
め
縄
か
け
し
心
を
神
や
し
り
け
む

　
　
　
　
　

返
し�

富
小
路
殿　
　

　
　

神
山
の
神
に
い
の
り
て
二
葉
艸
二
度
と
お
も
ふ
君
に
あ
ひ
に
き

　
　
　
　
　

お
き
田
ぬ
し
に
よ
み
て
ま
ゐ
ら
す　
　
　
　
　
　
　

豊　

秋

　
　

古
を
ふ
か
く
し
ぬ
は
す
わ
た
の
底
お
き
た
の
君
は
む
か
し
く
も
有
か
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返
し�

吉　

従　
　

　
　

し
ぬ
ふ
と
も
い
か
て
し
ら
え
む
伊
勢
海
の
清
き
渚
に
み
る
め
な
き
身
は

　

三
人
の
古
学
を
学
ぶ
同
志
と
し
て
の
親
密
さ
か
ら
歌
の
贈
答
が
な
さ
れ
た

か
。
そ
こ
に
は
、
貞
直
卿
と
豊
秋
の
宣
長
古
学
に
傾
倒
す
る
吉
従
へ
の
期
待
、

励
ま
し
が
窺
え
る
。

　

多
く
の
門
弟
に
見
送
ら
れ
て
六
月
一
二
日
、
松
坂
へ
帰
っ
た
宣
長
は
、
長
期

在
京
の
疲
労
も
あ
っ
て
か
九
月
二
九
日
、
急
逝
す
る
（
享
年
七
二
歳
）。

（
三
）
享
保
二
年
の
藩
校
順
造
館
新
築
と
神
書
開
講

　

吉
従
が
一
か
月
余
宣
長
と
共
に
過
ご
し
た
京
都
か
ら
帰
浜
し
た
翌
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）、
順
造
館
が
規
模
を
大
き
く
し
て
建
て
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
新
築

に
関
連
し
て
、
順
造
館
の
教
授
内
容
に
経
書
だ
け
で
な
く
神
書
の
開
講
を
加
え

る
こ
と
を
巡
っ
て
、
父
「
丹
右
衛
門
勤
功
」
に
よ
り
教
授
役
を
継
い
だ
西
依
三

郎
平
（
孝
鐸
・
二
九
歳
）
と
興
田
十
左
衛
門
（
吉
従
・
三
〇
歳
））、稲
庭
良
助
（
公

正
・
五
〇
歳
）
な
ど
の
間
で
「
議
論
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
同
年
三
月
二
一
日

に
老
役
（
老
中
）
と
な
っ
た
鈴
木
三
太
夫
（
重
険
）
が
後
日
に
取
り
ま
と
め
た

一
連
の
史
料（

（（
（

（
鈴
木
重
威
家
文
書
）
か
ら
窺
え
る
。

　

稲
庭
は
、前
々
年
の
寛
政
一
二
年
一
〇
月
に
「
竊
論
神
儒
両
道（

（（
（

」
を
書
き
「
本

ト
ハ
日
本
モ
唐
モ
一
周
天
ノ
下
ニ
開
ケ
シ
国ク

土ニ

ナ
レ
バ
同
シ
天
メ
ガ
下
ト
云
処

ハ
同
シ
ヿ
也
」
と
述
べ
て
殊
更
に
「
日
本
ノ
道
」「
唐
ノ
道
」
と
対
立
せ
ず
そ

れ
ぞ
れ
の
「
国
ニ
伝
ハ
リ
シ
道
ヲ
以
テ
世
ヲ
治
メ
テ
ユ
ク
ハ
理
ノ
当
然
也
」
と

論
じ
て
い
た
。順
造
館
に
お
い
て
も
そ
の
頃
か
ら
、神
道
を
巡
る
議
論
が
起
こ
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
稲
庭
は
鈴
木
家
史
料
の
「
口
上
」
で
は
年
若
い
孝

鐸
が
教
授
役
と
し
て
藩
校
を
主
導
す
る
こ
と
へ
の
不
満
も
あ
っ
て
か
、
神
儒
両

道
の
順
造
館
で
の
教
導
方
は
免
ぜ
ら
れ
た
い
と
し
て
い
た
。

　

西
依
孝
鐸
は
、
従
来
の
方
針
「
第
一
経
業
道
之
詮
議
ニ
力
を
用
、
餘
力
を
以

て
国
典
等
之
儀
漸
次
講
究
可
有
之
事
」
に
よ
り
、
神
書
開
巻
を
希
望
す
る
者
に

は
経
業
の
力
を
試
し
て
希
望
の
当
否
を
決
め
た
い
と
し
た
。

　

鈴
木
家
史
料
に
は
吉
従
（
十
左
衛
門
）
の
直
接
の
口
上
な
ど
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
稲
庭
の
「
口
上
之
扣
」
に
は
、

　
　

�

十
左
衛
門
方
神
道
講
書
之
儀
者
、
先
達
而
御
談
御
座
候
義
、
殊
に
此
間
御

書
付
之
内
ニ
も
、
経
書
開
巻
之
後
神
書
開
講
も
御
座
候
様
ニ
御
書
付
御
座

候
上
ハ
、
弥
以
於
学
問
所
神
書
被
読
候
心
得
ニ
御
座
候

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
書
付
」
と
は
、
寛
政
二
年
以
来
長
年
「
学
問
所
懸
」

で
老
役
で
あ
っ
た
が
享
和
二
年
三
月
に
は
隠
居
し
て
い
た
小
原
操
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
議
論
の
裁
定
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
原
の
裁
定
は
「
神
道
儒
教
教
導
之
筋
」
に
議
論
の
喰
違
い
は
な
い
と
し
て
、

経
書
開
講
の
後
、神
道
の
誓
約
者
だ
け
が
神
書
開
巻
を
行
な
い
、そ
の
後
は
「
十

左
衛
門
門
弟
」
と
「
三
郎
平
相
談
之
上
」
館
中
差
支
え
が
な
い
と
き
に
出
場
、

講
談
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

小
原
の
裁
定
は
、
稲
庭
が
「
殊
ニ
興
田
方
者
学
力
も
勝
レ
申
候
処
ゟ
御
召
抱

と
被
為
蒙
者
神
儒
両
道
も
兼
備
仕
候
」
と
一
目
を
置
い
て
い
る
興
田
と
そ
の
門

弟（
（（
（

の
神
書
開
講
の
要
望
を
採
り
入
れ
た
妥
協
案
で
あ
り
、小
原
は
「
学
館
一
新
」

の
折
の
教
導
筋
の
一
致
を
求
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
小
原
は
但
書
で

　
　

�

但
道
之
本
源
之
詮
議
者
拙
者
共
不
案
内
之
事
ニ
候
得
共
、
指
当
り
日
本
之

事
不
案
内
ニ
な
ら
ぬ
様
是
又
館
中
ニ
而
教
導
可
有
之
事
と
存
候
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小
浜
藩
儒
・
興
田
吉
従
の
遍
歴
（
上
）

と
し
て
お
り
、
喰
違
い
は
「
道
之
本
源
之
詮
議
」
に
お
け
る
宣
長
の
古
学
に
基

づ
く
神
書
開
講
を
め
ぐ
る
の
議
論
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

た
だ
、
稲
庭
の
「
口
上
之
扣
」
は
、
老
役
鈴
木
へ
の
口
上
と
考
え
ら
れ
、
前

述
引
用
の
す
ぐ
後
に
「
神
書
開
講
被
為
止
メ
思
召
ニ
候
ハ
ヽ
」
そ
の
旨
を
別
段

に
吉
従
に
話
し
て
ほ
し
い
と
す
る
。
順
造
館
の
神
書
開
講
を
巡
っ
て
は
儒
者
の

間
だ
け
で
な
く
重
臣
層
の
間
に
も
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
は
、
例
え
ば
井
伊
家
彦
根
藩
で
は
寛
政
一
一
年
藩
校
創
立
と
同
時

に
「
和
学
方
」
教
授
に
鈴
屋
門
の
小
原
君
雄
ら
が
抜
擢
さ
れ
、
古
事
記
、
六
国

史
や
和
歌
が
教
え
ら
れ
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
藩
校
に
お
い
て
国
学
が
開
講
さ

れ
て
い
た（

（（
（

こ
と
も
あ
り
、
小
浜
藩
で
も
「
指
当
り
日
本
之
事
不
案
内
ニ
な
ら
ぬ

様
」
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
享
和
二
年
の
神
書
開
講
を
巡
る
議
論
が
か
な
り
激
し
か
っ
た
こ
と
は
、

吉
従
の
宣
長
養
嗣
子
本
居
（
稲
掛
）
大
平
へ
の
「
三
月
十
五
日
」
付
書
状（

（（
（

か
ら

も
推
測
さ
れ
る
。
書
状
は「
此
葛
一
袋
拙
哥
一
通
」を「
桜
根
大
人
」（
宣
長
の
諡
）

の
「
霊
前
」
に
供
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
し
、
続
い
て
「
旧
冬
幷
先
書
ニ
申
上

候
事
件
共
幾
重
ニ
も
御
商
量
被
下
度
候
」
と
記
し
て
お
り
、「
事
件
」
と
は
享

和
二
年
の
神
書
開
講
に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

吉
従
は
こ
の
書
状
を
宣
長
最
後
の
上
京
時
、
和
歌
を
贈
答
し
合
っ
た
宣
長
の

婿
で
外
宮
御
師
の
安
田
豊
秋
へ
も
披
歴
を
望
み
、
ま
た
、
遠
路
な
が
ら
な
ん
と

か
し
て
「
大
人
御
説
」
を
拝
聴
し
た
い
と
述
べ
て
お
り
切
迫
感
の
あ
る
書
状
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
吉
従
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
裁
定
の
二
か
月
後
、
藩
主
忠
貫
参
勤
の
同

年
八
月
、「
家
業
筋
用
向
」
で
の
江
戸
行
き
を
「
奉
願
」
し
て
江
戸
へ
行
く
。「
若

殿
様
」（
酒
井
忠
進
）
へ
の
神
代
巻
の
講
書
を
熱
心
に
行
な
い
、
滞
在
は
二
か

月
に
及
ぶ
が
、「
家
業
筋
用
向
」
と
は
忠
進
へ
の
進
講
だ
け
で
は
な
く
、
藩
校

順
造
館
で
の
神
書
開
講
に
つ
い
て
養
父
山
口
風
簷
な
ど
へ
の
了
解
が
主
で
は
な

か
っ
た
か
。

　

崎
門
学
の
一
拠
点
で
あ
っ
た
小
浜
藩
順
造
館
で
は
、
垂
加
神
道
に
関
わ
る
神

書
の
講
釈
は
西
依
成
斎
に
よ
り
な
さ
れ
て
お
り
、
寛
政
一
二
年
頃
か
ら
享
和
二

年
に
か
け
て
の
神
書
開
巻
の
議
論
は
、
藩
校
順
造
館
の
新
築
と
藩
校
の
「
改

格（
（（
（

」
と
絡
ん
で
、
興
田
吉
従
の
宣
長
古
学
へ
の
傾
倒
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
鈴
木
家
史
料
な
ど
か
ら
は
、
山
口
春
水
の
小
野
鶴
山
招
聘
の
推
挙

以
降
、
小
浜
藩
の
崎
門
学
（
垂
加
神
道
）
の
学
統
に
は
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
、
吉
従
の
企
図
が
十
全
に
実
現
し
た
神
書
開
巻
が
な
さ
れ
た
か
ど

う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

そ
う
し
た
な
か
、若
殿
様
（
酒
井
忠
進
）
や
藩
主
忠
貫
に
「
御
次
御
給
仕
方
」

と
し
て
勤
め
て
い
た
伴
信
友
は
、
宣
長
入
門
を
願
っ
た
が
宣
長
の
急
逝
で
間
に

合
わ
ず
享
和
元
年
秋
、
本
居
大
平
に
よ
り
宣
長
の
没
後
門
人
と
さ
れ
た
。
信
友

は
、
寛
政
七
年
か
ら
文
化
五
年
ま
で
連
続
し
て
藩
主
の
参
勤
交
代
に
随
従
し
、

毎
年
江
戸
と
若
狭
を
往
復
し
て
い
た（

（（
（

。
そ
の
中
で
唯
一
、
享
和
元
年
の
藩
主
上

国
に
は
随
従
し
な
か
っ
た
が
、
翌
同
二
年
二
月
「
小
濱
江
被
召
呼
」
て
い
る
。

杉
田
玄
白
『
鷧
斎
日
録
』
も
「
廿
三
日　

伴
州
五
郎
小
浜
勤
務
被
仰
付（

（（
（

」
と
あ

り
、
信
友
の
小
浜
へ
の
呼
出
は
耳
目
を
引
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
二
月
か
ら
八

月
ま
で
小
浜
在
勤
で
あ
っ
た
信
友
は
、
順
造
館
で
の
吉
従
な
ど
の
神
書
開
講
を

め
ぐ
る
議
論
に
接
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
吉
従
と
信
友

の
間
で
古
写
本
の
書
写
、
校
合
な
ど
の
学
術
交
流
と
協
同
が
本
格
的
に
始
ま
る
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越
郷
土
研
究　

六
十
九
巻
一
号

こ
と
に
な
る
。

註（
１
）丸
山
真
男「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派
」（『
日
本
思
想
大
系
31　

山
崎
闇
斎
学
派
』岩
波
書
店
、

一
九
八
〇
年
、
六
〇
三
頁
）。

（
２
）「
望
楠
軒
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
、
小
浜
藩
士
で
強
斎
の
高
弟
・
山
口
春
水
の
提
案

に
よ
る
と
さ
れ
る
。
近
藤
啓
吾
「
望
楠
軒
の
創
設
」（『
若
林
強
斎
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、

一
九
七
九
年
、
一
〇
三
頁
）。

（
３
）
近
藤
啓
吾
「
強
斎
先
生
門
人
簿
並
に
書
置
に
就
い
て
」（『
芸
林
』
一
〇
巻
五
号
、

一
九
五
九
年
）
に
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
よ
り
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
門

人
と
し
て
一
一
五
人
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
最
も
多
い
の
が
小
浜
の
一
五
人
つ

い
で
秋
田
の
一
一
人
で
あ
る
。

（
４
）『
小
浜
市
史 

通
史
編
上
』（
小
浜
市
役
所
、
一
九
九
二
年
）
九
〇
七
頁
。
拙
稿
「
小
浜

藩
校
順
造
館
と
寛
政
異
学
の
禁
に
つ
い
て
」（
岸
本
三
次
・中
島
嘉
文
『
西
依
成
斎
人
と
書
』

岩
田
書
院　

二
〇
二
二
年
）。
な
お
、
山
口
春
水
（
一
六
九
二
～
一
七
七
一
）
の
藩
政
上
の

事
蹟
に
つ
い
て
は
、藤
井
譲
治｢

山
口
庄
右
衛
門
安
固
と
小
浜
藩
中
期
の
藩
政
―『
余
慶
編
』

を
素
材
に
」（『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
〇
号　

二
〇
一
三
年
）
が
詳
し
い
。
小
野

鶴
山
（
一
七
〇
一
～
一
七
七
〇
）
は
、豊
後
出
身
、名
は
道
煕
（
み
ち
ひ
ろ
）、通
称
は
平
蔵・

忠
市
郎
。
若
林
強
斎
没
後
、娘
婿
と
な
り
望
楠
軒
講
主
で
あ
っ
た
（『
日
本
人
名
大
辞
典
』）。

（
５
）「
日
本
教
育
史
資
料
」巻
四
、旧
小
浜
藩
学
制
。「
第
十
四　

山
口
菅
山
篇
」（
寺
石
正
路『
南

学
史
』
富
山
房
、
一
九
三
四
年
）。

（
６
）
西
依
家
蔵
は
、
和
漢
籍
を
中
心
に
軸
物
・
書
状
の
ほ
か
藩
校
順
造
館
や
京
都
望
楠
軒

に
関
す
る
文
書
な
ど
一
二
〇
〇
余
点
に
及
ぶ
。
二
〇
二
〇
年
に
『
西
依
家
文
書
目
録
』（
小

浜
市
教
育
委
員
会
）
刊
行
、
以
下
『
目
録
』
と
略
記
。

（
７
）「
東
寺
古
文
零
聚
」
伴
信
友
序
、「
伴
信
友
文
庫
関
係
書
目
」
八
～
九
頁
（『
酒
井
家
文

庫
綜
合
目
録
』
小
浜
市
立
図
書
館
、
一
九
八
七
年
、
所
収
）。
な
お
、（
津
田
）
葛
根
に
つ

い
て
は
、拙
稿
「
小
浜
藩
士・
津
田
葛
根
の
役
方
職
務
と
好
学
―
伴
信
友
の
と
も
だ
ち
（
一
）」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
一
五
号
）
参
照
。

（
８
）『
古
史
伝
』（
文
政
八
年
成
稿
）
一
三
巻
、
四
八
頁
。
同
一
〇
巻
六
八
頁
。
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
９
）「
鈴
屋
大
人
都
日
記
」（『
本
居
宣
長
全
集 

別
巻
三
』筑
摩
書
房
、一
九
九
三
年
）。
以
下「
筑

摩
書
房
、
一
九
九
三
年
」
は
略
。

（
10
）
注
４
『
西
依
成
斎
人
と
書
』
五
〇
四
頁
。

（
11
）
西
依
孝
鐸
の
「
文
化
十
一
甲
戌
年
日
記
」
に
は
、
小
浜
藩
士
興
津
（
善
蔵
）
と
興
田
が

左
記
図
版
の
筆
使
い
で
記
さ
れ
て
い
る
。

（
一
月
二
一
日
）

（
三
月
二
〇
日
）

（
12
）「
文
化
八
／
辛
未
改　

小
浜
御
家
中
由
緒
書　

忠
與
様
御
代
／
忠
貫
様
御
代
／
当
御
代

之
部
」十
四
、酒
井
家
文
庫
）で
は
、吉
従
は
事
項
の
多
く
に
そ
の
年
の
年
齢
を
入
れ
て
い
る
。

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
由
緒
書
提
出
時
を
三
九
歳
と
記
す
。
逆
算
す
る
と
安
永
三
年

（
一
七
七
二
）
生
ま
れ
と
な
る
。

（
13
）『
崎
門
学
脈
系
譜 〔
本
編
〕』（
楠
本
碩
水
編
、
岡
直
養
訂
補
、
晴
心
堂
、
一
九
四
一
年
）。

な
お
、
当
舎
修
斎
は
近
藤
啓
吾
「
強
斎
先
生
門
人
簿
並
に
書
置
に
就
い
て
」（
注
３
）
に
、

享
保
甲
辰
（
一
二
）
年
に
「
西
宮　

當
舎
清
介
」
と
あ
る
。
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小
浜
藩
儒
・
興
田
吉
従
の
遍
歴
（
上
）

（
14
）
小
出
昌
洋
解
題
『
続
日
本
随
筆
大
成 

一
二
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
五
頁
。

（
15
）「
文
化
八
辛
未
改　

由
緒
書
」（
江
戸
由
緒
書
）
二
、 

ツ
～
マ
之
部
、
酒
井
家
文
庫
。
山

口
風
簷
（
信
八
郎
・
重
深
）
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
生
ま
れ
。
山
口
春
水
（
安
固
）

の
六
男
。
明
和
七
年
小
野
鶴
山
（
忠
市
郎
）
が
死
去
す
る
と
「
忠
市
良
家
業
相
続
被
仰
付

弐
拾
五
人
扶
持
」。
文
化
三
年
六
月
二
日
死
去
。
六
六
歳
。
以
下
、
風
簷
の
記
述
は
主
に

こ
の
由
緒
書
に
よ
る
。

（
16
）
山
口
菅
山
撰
『
鶴
山
先
生
小
伝
』
は
、
近
藤
啓
吾
『
小
野
鶴
山
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、

一
九
九
二
年
）
に
拠
っ
た
。

（
17
）
近
藤
啓
吾
『
若
林
強
斎
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
一
九
七
九
年
）
二
五
～
三
一
頁
。

（
18
）
注
５
『
南
学
史
』
七
七
四
頁
。
金
本
正
孝
「
望
楠
所
聞
成
立
考
」（『
強
斎
先
生
語
録
』

溪
水
社
、
一
九
九
一
年
）
三
三
六
頁
。

（
19
）
西
依
墨
山
（
丹
右
衛
門
・
景
翼
）
に
つ
い
て
は
、
注
12
由
緒
書
。

（
20
）
注
６
参
照
。『
目
録
』
文
３
７
９
。

（
21
）
注
19
参
照
。

（
22
）
注
15
参
照
。

（
23
）「
西
銘
解
師
説
」（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）。
牛
尾
弘
孝
「
書
評　

近
藤
啓
吾
著
『
山

崎
闇
斎
の
研
究
』」（『
中
国
哲
学
論
集
』
一
三
号
、
一
九
八
七
年
）。

（
24
）
四
月
「
二
十
四
日
、
曇
る
、
岩
倉
家
に
食
し
、
西
依
義
兵
衛
周
行
に
入
る
」（『
高
山

彦
九
郎
京
日
記
』
高
山
彦
九
郎
先
生
頌
讃
会
、
一
九
四
一
年
、
八
一
頁
）。
ま
た
、
寛
政
七

年
六
月
の
西
依
墨
山
「
覚
」
に
は
「
三
四
年
前
、
奥（

興
）田
文
蔵
方
在
京
之
砌
」
に
望
楠
軒
の

内
弟
子
や
西
依
孝
鐸
と
蔵
書
の
虫
干
し
を
し
た
と
あ
る
（
岸
本
三
次
編
『
西
依
成
斎
―
基

礎
資
料
集
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
四
～
二
四
五
頁
）。

（
25
）
松
本
丘
「
近
世
祠
職
の
思
想
的
活
動
―
祗
園
社
を
例
と
し
て
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学

会
紀
要
』
復
刊
三
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
26
）
溝
口
武
進
「
寛
政
壬
子
夏
因
台
命
白
銀
二
十
枚
西
依
成
斎
先
生
拝
領
記
録
」（
岸
本
三

次
『
西
依
成
斎
基
礎
資
料
集
』
二
三
四
～
二
四
〇
頁
）。（『
目
録
』
文
１
４
４
）。

（
27
）『
目
録
』
文
２
１
４
。

（
28
）
鈴
木
温
「
處
士
西
依
先
生
行
状
」（『
目
録
』
１
５
５
）、
興
田
吉
従
「
書
成
斎
西
依
先

生
行
状
後
」（
岸
本
三
次
『
西
依
成
斎
基
礎
資
料
集
』
二
三
一
～
二
三
二
頁
）。

（
29
）
山
口
勝
久
家
蔵
山
口
久
三
翁
油
印
本
、
注
28
岸
本
同
四
五
五
～
四
九
九
頁
。
こ
の
「
雑

話
」
を
『
神
道
大
系
』
論
説
篇
、
垂
加
神
道
上
の
近
藤
啓
吾
解
題
や
金
本
正
孝
『
強
斎
先

生
語
録
』（
３
３
７
頁
）
は
、
寛
政
七
年
の
執
筆
と
し
て
い
る
。

（
30
）「
酒
井
家
編
年
史
料
稿
本
」
文
化
十
一
年
九
月
六
日
に
「
本
丸
番
深
栖
主
税
光
坦
典
膳
緝

光
養
子

没
ス
」
と
あ
り
、
光
坦
は
鞠
山
藩
の
酒
井
飛
騨
守
忠
香
の
末
子
と
記
す
。
な
お
、
西
依
孝

鐸
「
文
化
十
一
甲
戌
年　

日
記
」
十
月
八
日
は
「
△
深
栖
殿
神
主
参
ル
、
明
朝
興
田
氏
ヘ

早
く
渡
可
申
事
」
と
あ
る
。

（
31
）
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
。

（
32
）「
酒
井
家
編
年
史
料
稿
本
」
文
化
四
年
二
月
九
日
参
照
。

（
33
）「
文
通
諸
子
居
住
處
幷
轉
達
所
姓
名
所
書
二　

来
訪
諸
子
幷
聞
書
及
諸
子
」『
本
居
宣

長
全
集　

第
二
〇
巻
』
三
三
六
頁
。

（
34
）『
本
居
宣
長
全
集 

第
七
巻
』。

（
35
）
村
岡
典
嗣
『
増
補　

本
居
宣
長
１
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
五
頁
。

（
36
）
城
福
勇
『
本
居
宣
長
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
一
八
三
頁
。

（
37
）「
授
業
門
人
姓
名
録　

追
加
本
」（
注
33
、
二
一
八
～
二
一
九
頁
）。

（
38
）
注
33
参
照
。

（
39
）「
信
友
書
入
れ
の
万
葉
集
」『
春
日
政
治
著
作
集　

５　

万
葉
片
々
』
昭
和
五
九
年　
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
九
巻
一
号

勉
誠
社　

二
六
頁
。

（
40
）注
37
、二
二
二
頁
。『
本
居
信
長
事
典
』「
岡
崎
俊
平
」に
よ
れ
ば
、小
浜
商
人
の
出
で
当
時
、

大
坂
住
、
丘
岬
俊
平
と
も
い
い
、
若
狭
か
ら
の
唯
一
の
宣
長
入
門
者
。
荒
木
田
久
老
の
門

で
も
あ
っ
た
。
著
書
に
享
和
三
年
刊
の
「
新
撰
字
鏡
校
異
」
等
が
あ
る
。

（
41
）
鈴
木
淳
「
第
三
章
『
授
業
門
人
姓
名
録
』
と
門
人
の
範
囲
」（
岡
中
正
行
・
鈴
木
淳
・

中
村
一
基
『
本
居
宣
長
と
鈴
屋
社
中
』
錦
正
社
、
一
九
八
四
年
）。

（
42
）
注
９
『
本
居
宣
長
全
集 
別
巻
三
』
一
四
四
頁
。

（
43
）『
本
居
宣
長
全
集 

第
一
六
巻
』
六
四
六
頁
。

（
44
）稲
掛
大
平「
万
葉
第
十
四
東
歌
疑
問
」（『
嵐
山
屋
雑
鈔
』五
、京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）

の
吉
従
識
語
は
、「
享
和
元
年
四
月
九
日
伊
勢
神
宮
に
も
う
で
け
る
つ
い
で
に
松
坂
の
駅
に

と
ど
ま
り
け
れ
ば
稲
掛
大
平
を
は
じ
め
て
と
ひ
ぬ
」
と
あ
り
、
伊
勢
神
宮
参
詣
の
後
の
入

京
で
あ
っ
た
。

（
45
）
注
42
、
一
三
九
頁
。

（
46
）
注
42
、
一
四
一
頁
。

（
47
）
鈴
木
淳
「
解
題
」（『
本
居
宣
長
全
集 

別
巻
三
』）。

（
48
）「
鴨
嵯
集
」『
本
居
宣
長
全
集 

別
巻
三
』
八
一
頁
）。

（
49
）
注
（
42
）
一
五
九
頁
。
な
お
、『
京
み
や
げ
』（『
本
居
宣
長
全
集 

別
巻
三
』
一
一
二
頁
）。

で
は
「
若
狭
圀
の
小
濱
の
人
興
田
吉
従
ぬ
し
に
は
し
め
て
あ
ひ
け
る
時
よ
み
て
ま
ゐ
ら
す  

龍
麻
呂
」と
詞
書
が
あ
る
。
ま
た
、本
居
宣
長「
麻
裳
吉
紀
ト
云
ル
枕
詞
考
」（『
嵐
山
屋
雑
鈔
』

五
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
の
吉
従
識
語
は
「
右
ハ
本
居
宣
長
か
考
を
其
門
人
尾
張

名
護
屋
植
松
忠
兵
衛
有
信
と
い
ふ
人
の
記
せ
し
な
り
、
そ
を
遠
江
国
人
石
塚
龍
麿
よ
り
て

借
て
写
ぬ
／
享
和
元
年
五
月
廿
四
日
夜
旅
窓
下
書
之　

吉
従
」
と
記
す
。

（
50
）『
本
居
宣
長
全
集 

別
巻
三
』
一
一
四
頁
。

（
51
）
小
浜
市
立
図
書
館
蔵
、【
資
料
番
号
】00017-002

～
11
。

（
52
）
西
依
家
文
書
、
文
７
－
32
。

（
53
）
鈴
木
家
文
書
に
は
神
書
開
講
へ
の
出
席
（
希
望
者
）
名
簿
と
思
わ
れ
る
「
於
学
問
處  

晦
日
九
ツ
時
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
鈴
木
乙
雅
・
成
田
荘
三
郎
な
ど
有
力
藩
士
の

子
弟
と
推
測
さ
れ
る
一
一
名
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
吉
従
は
、
門
弟
に
自
宅
で
教
授

し
て
い
た
。

（
54
）
中
村
一
基
「
藩
校
と
鈴
門　

本
居
派
お
よ
び
他
派
混
成
の
藩
校
に
つ
い
て
」（『
岩
手
大

学
教
育
学
部
研
究
年
報
』
四
三
巻
一
号
、
一
九
八
三
年
）。

（
55
）
真
崎
文
庫
・
資
料
番
号M

0408

、
大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
蔵
。

（
56
）
注
51
に
は
享
和
二
年
六
月
の
「
順
造
館
建
替
ニ
付
建
言
」
と
「
順
造
館
規
則
受
書

覚
」
が
あ
り
、
藩
校
の
刷
新
が
建
言
さ
れ
て
い
る
（『
福
井
県
史 

資
料
編
９
』
三
四
四
～

三
四
六
頁
）。

（
57
）（
文
化
八
年
／
辛
未
会
）
由
緒
書
一
、
イ
ー
タ
信
、
酒
井
家
文
庫
。
伴
信
友
「
鈴
屋
翁

略
年
譜
」『
本
居
宣
長
全
集 

別
巻
三
』）。

（
58
）
杉
靖
三
郎
編
校
『
鷧
斎
日
録
』（
生
活
社
、
一
九
四
四
年
）
四
九
五
頁
。




